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研究成果の概要 

高感度レーザーアシステッド電子散乱（LAES）観測装置の散乱点に金ワイヤーを設置し、電子

線によるワイヤーの影絵と近赤外レーザー光によるワイヤーの影絵を測定することによって、電子

線とレーザー光の散乱点での空間的に重ね合わせを確保した。さらに、電子線パルスとレーザー

パルスとの遅延時間を変化させて、電子線によるワイヤーの影絵の変化を測定した。この影絵の変

化はレーザー光照射の光電放出によるワイヤー近傍の空間電荷効果に由来するものであり、この

変化の遅延時間依存性から電子線パルスとレーザーパルスとの時間的な重なりを確保することが

できた。この成果によって、ゼプト秒の散乱遅延時間を計測するための予備実験が全て完了した。

そして、これまで開発してきた高感度 LAES 観測装置の詳細とデータ解析方法をまとめて論文発

表した 1)。また、2021年度に引き続き、ヘリウム液滴中での LAES過程の数値シミュレーションを実

施して、フェムト秒レーザーパルスの照射時間内での光電子のトラジェクトリーを解析してヘリウム

液滴内の LAES 過程の時間発展を解明した。この成果は、オーストリアの研究グループの実験結

果と合わせて論文発表した 2)。さらに、イオントラップ中に捕捉した分子イオンからの電子回折像の

測定に初めて成功した成果をまとめて論文発表した 3)。 

東京大学理学系研究科化学専攻に設置してあった高感度LAES観測装置を分解するとともに、

関連する各種実験装置や光学部品類、レーザー装置を全て梱包し、東大から搬出のうえ、東京都

立大学理学部化学専攻に搬入した。都立大に搬入した高感度 LAES 観測装置を再び組み上げ

た。 
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